


































































































































作成状況整理表

7.2.1 雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧破損）

    【凡例】  〇：記載あり

        ×：記載なし

      (〇)：本条文の資料の他箇所に記載

      △：他条文の資料などに記載

女川 泊 まとめ資料 比較表

本文 本文 〇 〇

添付資料3.1.2.1 炉心損傷及び原子炉圧力容器破損後の注水及び除熱の考え方
添付資料 7.2.1.1.3 炉心損傷前後における代替格納容器スプレイポンプの注水先につい

て
〇 ×⇒〇

（比較表による一言一句による比較（図表は除く）は同じPWRプラントである

大飯３／４号炉の添付資料と実施）

添付資料3.1.2.2 原子炉満水操作の概要について × ×

原子炉満水操作に関してはBWR固有

の操作のためまとめ資料の作成は不

要と判断

添付資料3.1.2.3 復水補給水系の機能確保の妥当性について × ×

復水補給水系に関してはBWR固有の

設備のためまとめ資料の作成は不要

と判断

添付資料3.1.2.4 雰囲気圧力・温度による静的負荷(格納容器過圧・過温破損)における炉心の損傷状態

及び損傷炉心の位置について

添付資料 7.2.1.1.13 雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）解析

結果における燃料挙動について
〇 ×⇒〇

（比較表による一言一句による比較（図表は除く）は同じPWRプラントである

大飯３／４号炉の添付資料と実施）

添付資料3.1.2.5 安定状態について（代替循環冷却系を使用する場合） 添付資料 7.2.1.1.17 安定状態について 〇 ×⇒〇
（比較表による一言一句による比較（図表は除く）は同じPWRプラントである

大飯３／４号炉の添付資料と実施するが、安定状態の考え方は女川を踏襲する

ことから女川も含めた３連比較表とする）

添付資料3.1.2.6 格納容器内に存在する亜鉛及びアルミニウムの反応により発生する水素ガスの影響に

ついて
× ×

泊の過圧破損では水素の発生は発生

量が支配的なジルコニウム−水反応

のみを考慮しており、金属腐食によ

る水素発生量が相対的に少ないこと

は添付資料7.2.4.5にて確認している

ことから、資料作成の作成までは不

要と判断

まとめ資料を作成していない

添付資料3.1.2.7 原子炉建屋から大気中への放射性物質の漏えい量について 添付資料 7.2.1.1.7 Cs-137の大気中への放出放射能量評価について 〇 ×⇒〇

添付資料3.1.2.8 格納容器漏えい率の設定について 添付資料 7.2.1.1.11 原子炉格納容器漏えい率の設定について 〇 ×⇒〇

添付資料3.1.2.9 解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価について(雰囲気圧力・温度による静

的負荷(格納容器過圧・過温破損)(代替循環冷却系を使用する場合))

添付資料 7.2.1.1.23 解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価について（雰囲気圧

力・温度による静的負荷（格納容器過圧破損））
〇 ×⇒〇

（比較表による一言一句による比較（図表は除く）は同じPWRプラントである

大飯３／４号炉の添付資料と実施するが、操作条件の不確かさの考え方は女川

を踏襲することから女川も含めた３連比較表とする）

添付資料3.1.2.10 大破断ＬＯＣＡを上回る規模のＬＯＣＡに対する格納容器破損防止対策の有効性に

ついて

添付資料 7.2.1.1.19 大破断LOCAを上回る規模のLOCAに対する格納容器破損防止対策

の有効性について
〇 ×⇒〇

添付資料3.1.2.11 ７日間における水源，燃料，電源負荷評価結果について(雰囲気圧力・温度による静

的負荷(格納容器過圧・過温破損)（代替循環冷却系を使用する場合)）
添付資料 7.2.1.1.24 水源、燃料、電源負荷評価結果について（格納容器過圧破損） 〇 ×⇒〇

添付資料 7.2.1.1.1 炉心損傷の判断基準の設定根拠等について 〇 ×⇒〇

添付資料 7.2.1.1.5 炉心溶融開始の燃料温度の根拠について 〇 ×⇒〇

添付資料3.1.3.2 非凝縮性ガスの影響について × ×

添付資料3.1.3.3 雰囲気圧力・温度による静的負荷(格納容器過圧・過温破損)時において代替循環冷却

系を使用できない場合における原子炉格納容器フィルタベント系からのCs-137 放出量評価について
× ×

添付資料3.1.3.4 原子炉建屋から大気中への放射性物質の漏えい量について × ×

添付資料3.1.3.5 サプレッションチェンバのスクラビングによるエアロゾル粒子の捕集効果 × ×

添付資料3.1.3.6 安定状態について（代替循環冷却系を使用できない場合） × ×

添付資料3.1.3.7 解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価について(雰囲気圧力・温度による静

的負荷(格納容器過圧・過温破損)(代替循環冷却系を使用できない場合))
× ×

添付資料3.1.3.8 注水操作が遅れる場合の影響について × ×

添付資料3.1.3.9 原子炉格納容器フィルタベント系による格納容器除熱操作開始を限界圧力接近時とし

た場合の影響
× ×

添付資料3.1.3.10 ７日間における水源，燃料，電源負荷評価結果について(雰囲気圧力・温度による静

的負荷(格納容器過圧・過温破損)（代替循環冷却系を使用できない場合)）
× ×

プラント 泊３号炉 作成状況
まとめ資料の作成を不要とした理由

まとめ資料または比較表を新たに作成することとした理由

もしくは

記載の充実を図ることとした理由

比較表を作成していない理由

まとめ資料を作成していない

（比較表による一言一句による比較（図表は除く）は同じPWRプラントである

大飯３／４号炉の添付資料と実施）

（比較表による一言一句による比較（図表は除く）は同じPWRプラントである

大飯３／４号炉の添付資料と実施）

添付資料3.1.3.1 炉心損傷の判断基準及び炉心損傷判断前後の運転操作の差異について

代替循環冷却系を使用できない場合

（原子炉格納容器フィルタベント系

の使用）はBWR固有の対策となるた

め、泊ではまとめ資料を作成してい

ない。

まとめ資料を作成していない



作成状況整理表

女川 泊 まとめ資料 比較表

プラント 泊３号炉 作成状況
まとめ資料の作成を不要とした理由

まとめ資料または比較表を新たに作成することとした理由

もしくは

記載の充実を図ることとした理由

比較表を作成していない理由

添付資料 7.2.1.1.2 原子炉格納容器の水素濃度測定について 〇 ×⇒〇

添付資料 7.2.1.1.4 MAAPでの原子炉格納容器モデルについて 〇 ×⇒〇

添付資料 7.2.1.1.6 重大事故等対策の有効性評価に使用する個別解析条件について（雰

囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧破損）、溶融炉心・コンクリート相互作

用及び原子炉圧力容器外の溶融燃料−冷却材相互作用）

〇 ×⇒〇

添付資料 7.2.1.1.8 原子炉格納容器への核分裂生成物の放出割合の設定について 〇 ×⇒〇

添付資料 7.2.1.1.9 原子炉格納容器等へのエアロゾルの沈着効果について 〇 ×⇒〇

添付資料 7.2.1.1.10 スプレイによるエアロゾルの除去速度の設定について 〇 ×⇒〇

添付資料 7.2.1.1.12 アニュラス空気浄化設備の微粒子フィルタ除去効率の設定について 〇 ×⇒〇

添付資料 7.2.1.1.14 評価事故シーケンスでの重大事故等対策の概略系統図について 〇 ×⇒〇

添付資料 7.2.1.1.15 Cs-137放出量評価の評価期間について 〇 ×⇒〇

添付資料 7.2.1.1.16 原子炉格納容器内水素処理装置による水素処理に伴う発熱に対する

原子炉格納容器圧力及び温度への影響について
〇 ×⇒〇

添付資料 7.2.1.1.18 溶融炉心・コンクリート相互作用が発生した場合の原子炉格納容器

圧力及び温度への影響について
〇 ×⇒〇

添付資料 7.2.1.1.20 格納容器再循環ユニットによる格納容器内自然対流冷却の水素濃度

に対する影響について
〇 ×⇒〇

添付資料 7.2.1.1.21 代替格納容器スプレイポンプによる代替格納容器スプレイ時間の感

度解析について
〇 ×⇒〇

添付資料 7.2.1.1.22 格納容器過圧破損における格納容器内自然対流冷却操作の時間余裕

について
〇 ×⇒〇

（比較表による一言一句による比較（図表は除く）は同じPWRプラントである

大飯３／４号炉の添付資料と実施）




